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（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

文化遺産総合活用推進事業 実施計画

奈良県御所市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本計画については、御所市が全体計画の企画、調整、事業の指導等を行う。主な担当課、役割は下記のとおり。
教育委員会文化財課：文化財業務に関する連携。事務局運営。
商工観光課：地域活性化業務に関する連携。

また、補助事業実施については、次の団体が実施する。
御所市文化遺産活性化委員会（委員長：東川 裕）
構成団体（御所市、御所市教育委員会、地元文化財保護団体、地元文化財関係者）

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

御所市文化遺産保存活用・地域活性化計画

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

本計画は、御所市第５次総合計画（平成22年度策定）を踏まえ、地域の文化遺産の次世代への継承・発展や、文化
遺産を活用した地域活性化を、行政単独ではなく地元文化財関係者などと連携して推進していくためのものであ
る。本計画期間中は、別紙の取組みを通じて、地域全体で文化遺産を保存・継承し、活用していくための体制の確
立を目指す。

※御所市第５次総合計画は（http://www.city.gose.nara.jp/0000000956.html）。
該当部分の抜粋は別添のとおり。

地域文化遺産活性化

平成 26 年度 ～ 平成 30 年度

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

本計画において、地域文化遺産の調査研究・記録作成等を進めることで、日頃はそれほど強く意識していない市民
の地域文化遺産に対する関心や意識を高める効果が期待できる。そのことによって、文化遺産の保存と次世代への
確実な継承という大きな課題についても広く意識の共有を図ることができ、地域の活性化にも繋がることが期待で
きる。また、行政と文化財関係団体による連携を高めることで、より効果的な活性化事業を今後展開していくこと
が可能となる。

本計画を通して、地域一体で文化遺産の保存・活用を図る意識を醸成していき、平成30年度から文化遺産の調査等
を行い、平成31年度を目途に歴史文化基本構想の策定を目指す。

地方公共団体
担当部局課

御所市教育委員会文化財課（文化財係）

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

～平成28年度交付決定額： 17,933 千円 平成29年度申請額： 4,356 千円

様式１－１



設定根拠１：
市域全体の少子高齢化が進む中、祭礼行事に参加する住民数は減少傾向にあり、急激な増加は望
みにくい。そのため、最低でも現状維持の前年度比100％を設定

年度

回 回 回 回 回 回

年度 340 回

設定根拠３：
平成28年度に公開したデジタルコンテンツの再生回数(約200回)をもとに、毎年度30％程度の増
加を目指す

進捗状況３： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31

人 人

目標区分３： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分３： その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標３：
地域に関心をもつ人の増加（普及用映像等の再生回
数）

関連事業: ④

人 人 人 人

設定根拠２：
平成30年度より利用を開始するため直接的な設定根拠ではないが、平成28・29年度に行う類似事
業の平成28年度実績（60人）をもとに、毎年度10％程度の増加を想定して設定

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31

①・③

目標値２： 平成 28 年度 0 人 ⇒ 平成 30 年度 75 人

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分２： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分２：

目標値３： 平成 28 年度 200 回 ⇒ 平成 30

年度

その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： デジタルアーカイブの利用者数 関連事業:

28 年度 100 ％ ⇒ 平成 30

目標区分１： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分１： 祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 秋季例祭（ススキ提灯献灯行事）への参加住民数 関連事業: ②

年度 100 ％目標値１： 平成

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度

％ ％ ％ ％ ％ ％

様式１－１別紙①



 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 地域の文化遺産調査研究事業 実施団体： 御所市文化遺産活性化委員会

29 年度 平成 30平成 26 年度 平成

具体的な指標： 特設デジタルアーカイブ閲覧スペースにおける閲覧回数（平成30年度より利用開始）

目標値：

・記録映像の貸し出し（又は利用）回数等 （具体的な指標は次のとおり）評価指標区分：

事業③： 地域の文化遺産記録作成事業 実施団体： 御所市文化遺産活性化委員会

評価指標区分： （リストから選択してください。） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： （具体的な指標を記載してください。）

目標値： 平成 年度

～ 平成 30 年度

事業概要：

御所市の秋の風物詩であるススキ提灯とそれに関わる行事について基礎となる民俗調査を実施
し、伝統行事の継承に資する報告書を刊行するとともに、効果的な活性化事業の展開への基礎資
料とする。平成28年度までに市内７割程度の調査が完了しており、平成29年度に実地調査終了、
平成30年度に報告書刊行。

事業区分： 調査研究 事業期間： 平成 26 年度

30 年度 平成 31 年度

（単位） （単位）

28 年度 平成 29 年度 平成

（単位）

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 26 年度 平成 27 年度 平成

（単位） ⇒ 平成 30 年度

～ 平成 29 年度

事業概要：

南郷地区ではススキ提灯献灯行事と並行して、当屋祭祀であるオカリヤ行事が行われており、市
内でも古いあり方を色濃く残しているため、記録映像の撮影を行い、伝承用映像を制作する。映
像の編集にあたっては、地元対象の上映会を開催し、行事の担い手からの意見を聴取するととも
に、行事継承の意識高揚を図る。

事業②： 地域の文化遺産記録作成事業 実施団体： 御所市文化遺産活性化委員会

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成 29 年度

（単位）（単位） （単位） （単位）

％

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 26 年度 平成 27 年度 平成

％ ⇒ 平成 30 年度 100

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 秋季例祭（ススキ提灯献灯行事）への参加住民割合（平成29年度を100％として）

目標値： 平成 28 年度 100

％％ ％ ％

30 年度 平成 31 年度

％ ％

28 年度 平成 29 年度 平成

平成 30 年度 75 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 28 年度 0 人 ⇒

～ 平成 29 年度

事業概要：
４カ年にわたり制作してきたススキ提灯献灯行事等に関わる全資料について、検索・閲覧が可能
なＨＤＤ収載型デジタルアーカイブの制作を行う。

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成 29 年度

人 人 人

年度 平成 31 年度

人 人 人

27 年度 平成 28 年度 平成

様式１－１別紙②



～ 平成 29 年度

事業概要： 事業②に伴い、南郷地区の普及用映像を制作する。

事業④： 地域の文化遺産記録作成事業 実施団体： 御所市文化遺産活性化委員会

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成 29 年度

回

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 26 年度 平成 27 年度 平成

回 ⇒ 平成 30 年度 50

評価指標区分： ・記録映像の貸し出し（又は利用）回数等 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： Youtube等での再生回数（平成30年度より公開開始）

目標値： 平成 28 年度 0

回回 回 回

30 年度 平成 31 年度

回 回

28 年度 平成 29 年度 平成


